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報基盤センター・デジタル・アーカイブス ITC Digital Archives」上に，永久に保存し，残したい代表的な資料，








の IPS（Information Processing Services），
Academic and Research Computing Services
で稼働していた Honeywell 6180 システム用
で，新規ユーザー用の MULTICS 入門（Ⅰ,Ⅱ）
とプログラマー用のリファレンス・マニュア
ルである．MULTICS は現在の UNIX 開発の
基となった大型コンピューター用の Time 
Sharing System 用 OS で，“MULTiplexed 
Information and Computing Service”から取
った造語で，元々は MIT と AT&T ベル研究
所，GE（General Electric）の共同研究で開発
された．現在の UNIX はこの一人用の OS＝
UNICS から来ていると言われている． 
 
 図 1.1 Honeywell 社の MULTICS マニュアル(MIT) 
 この他，残したいマニュアルには，海外の 
コンピューター関係では， 
１）A User's Guide to Electronic Mail，by 
Richard A.Schafer and Sara L.Goodman 
(1990.0712) 
２），NETNEWS User's Guide (1990.03) 
などがある． 
 最初の計算機 OKITAC 5090 システム関係
のマニュアルでは，以下を残したい（図 1.2）． 
１）OKI-PAL 解説書 
２）OKITAC 5090 INSTRUCTION MANUAL 
３）OKITAC-5090 OKI SAP by PAPER TAPE 
４）OKITAC-5090 OKI SIP 
 
 図 1.2 OKITAC 5090 命令・言語関係マニュアル 
 この他，当時京都大学基礎物理学研究所に
いた，青木健一先生（AOKI @JPNRIFP）が書






 FACOM 230-45S システム時代のセンター
（CC：Computer Center）作成マニュアル，
それ以降の情報処理センター（CCIS：Center 








の Web サイトに掲載している（図 1.3）． 
 









図 1.4 センター設立記録，報告書，提案書，年史  
1.3 残したいコンピューター関連カタログ 
 OKITAC 5090 システムなど，コンピュータ
ー・メーカーが作成したカタログもアーカイ
ブ入りさせたい．著作権の問題をクリアでき












１）利用の手引き（暫定 1 版）（1974.5） 
２）インターネット利用ガイド［第１版（2001）
~第 6 版（2006）］ 
［センター案内］ 
１）富山大学計算機センター案内（1974.4） 
２）情報処理センター案内（第 5 版 1993.8） 
３）総合情報処理センター案内（第 3.2 版，2000.1） 
４）総合情報基盤センター案内（第 1.0 版，2003.4） 
 
   図 1.6 各時代のセンター案内 
［センター紹介冊子・記念冊子］ 
１）富山大学情報処理センター（1985.3） 
２）富山大学 ATM ネットワーク（NTT,1996.3） 
３）富山大学総合情報処理センター竣工記念（1998.3） 

















教育研究会編：1993~2014：22 冊，図 1.8） 
 
  図 1.8 各年発行の情報処理科目テキスト 
２）富山大学リカレント学習コース・テキスト 







   図 1.9 リカレント各週コース・テキスト 
３）公開講座等テキスト（センター作成） 
 公開講座を始め，夢大学や 14 歳の挑戦など
で作成したテキストも，膨大な数があり，結構
有用なものが多い（図 1.10）． 








   図 1.10 公開講座等で使用したテキスト 
1.6 残したい海外の大学リーフレット・ニュース類 
１）Introduction to Software & Services 
 Computing Centre University of Waterloo， 
 Ontario，Canada，Fall 1977. 
２ ） THE BULLETIN ， The IPS ARCS 
Newsletter, MIT, Information Processing 
Services, Cambridge, MA, SEP-OCT 1979. 
３）CCIS NEWSLETTER, CENTER FOR 
COMPUTER AND INFORMATION SER-
VICES, RUTGERS -- The State University of 
New Jersey, Jan-Mar, 1986 
４）Welcome to ATHENA（MIT 1996-1997) 
 














ナー（元米 IBM 会長，2002.10） 
1.8 残したい各大学等での講演資料（PPT） 
 筆者が各大学や地域の集まりで，講演した

































 写真 2.1 計算センター，大学，計算機センター 
 







NUMPAC（Nagoya University Mathematical 
PACkage）を公式に譲渡移植し，その後，市販
の IMSL（International Mathematics and 
Statistics Library）や，Open 版の LINPACK 
（連立方程式），EISPACK（固有値・固有ベク
トル）ライブラリ， IBM 社の SLMATH
（Subroutine Libraries for MATHematics：
数学ライブラリ），同じく IBM の ACRITH
（ high-ACcuracy aRITHmetic subroutine 
library：高精度演算ライブラリ），更に画像処
理関係のサブルーチン・ライブラリ SLIP
（Subroutine Library for Image Processing）， 
SPIDER （ Subroutine Package for Image 
































   写真 4.1 TRS-80 と IBM 5551-S09 
 標本室には，OKITAC のコア・メモリやコ
ンソール等の部品（写真 4.2）や XY プロター，





写真 4.2 OKITAC 5090-C のコア･メモリ（左上）他 
 
５．残したい Web Page 
 さて，大学やセンターのホームページであ
るが，Web データを保存しておきたい．なお，





を Click し，Web Page を表示できる（図 5.1）． 
 
図 5.1 Internet Archive の WayBack Machine の利用 
６．後世に残したい ITC Way 


























“O God, give us serenity to accept what 
cannot be changed, courage to change what 
should be changed, and wisdom to distin-
guish the one from the other.” 
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